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“コロナ時代”の家庭学習とメディア利用
メディア研究部  渡辺誓司　

東京都立大学人文社会学部准教授  酒井　厚　

はじめに

新型コロナウイルスの感染は，国内でもインド
で確認された変異ウイルスの感染がみられるなど，
いまだ終息に至っていない。緊急事態宣言の発出
やまん延防止等重点措置の適用など，社会活動
への大きな影響が続く中で，コロナ禍は，教育の
分野においても変化をもたらした。

例えば，2020年3月に始まった学校の臨時
休業期間中には，学校から家庭に向けてオンラ
イン授業や動画教材の配信が行われた。教室
で対面の授業を行うことができなくても，家庭
で学習を継続させるための取り組みであった。

また，小学生・中学生に1人1台の学習用端

末と，高速大容量の通信ネットワークを一体的
に整備する「GIGAスクール構想」1）は，学校の
臨時休業が長引いたことから，2020年度末を
目標に，整備の前倒しが図られた。学校の授
業でメディア利用がしやすくなるとともに，例え
ば，教室で使用する端末を持ち帰れば，家庭
学習に利用することも可能になる。コロナ禍を
背景に，家庭学習におけるメディア利用を取り
巻く状況が変わろうとしている。

NHK放送文化研究所（以下，文研）の「文研
フォーラム2021」では，中学生・高校生（以下，
中高生）の家庭学習に注目し，コロナ禍前の状
況との変化を踏まえながら，家庭学習におけるメ
ディア利用の可能性について考えるプログラムを

NHK放送文化研究所の「文研フォーラム2021」では，中学生・高校生の家庭学習に注目し，コロナ禍前の状
況との変化を踏まえながら，家庭学習におけるメディア利用の可能性について考えるプログラムを開催した（2021
年3月3日，オンラインで実施）。パネリストに，子どもたちに学びの場と居場所を提供し，学習支援を進めてい
る認定 NPO法人カタリバ代表理事で中央教育審議会委員の今村久美氏を迎え，コロナ禍の前後に実施した調
査の報告を東京都立大学准教授の酒井厚氏と文研が行い，調査に協力いただいた保護者も加わって議論した。

まず，中学生・高校生の親子を対象に2019 年と2020 年に実施した調査から，下記の点が報告された。
 ●	家庭学習で利用が多いデジタル機器は，スマートフォン，パソコン，タブレット端末，電子辞書。特にスマートフォ

ンの利用が増加し，全体的にデジタル機器やデジタルコンテンツを利用する学習者が増加
 ●	コロナ禍による学校の臨時休業期間中にオンライン授業の配信があったのは約3割
 ●	デジタル機器を利用する学習者は，新しいことへの関心が高く，母親もそのような学習に積極的である
 ●	家庭学習でデジタルメディアの利用を継続することは，学習に対する前向きな態度につながる

調査の結果に保護者からの各家庭の学習の実態に関する発言を交え，デジタルメディアの利用を通じて1人1
人の子どもに合った個別最適の学習を実現できることや，対面の授業にはないオンライン授業の可能性と期待，
地方と都市，あるいは日本と世界をオンラインで結び距離の制約を越えた学習が可能なこと，デジタルメディア
を利用した家庭学習の継続によって学習へのやる気が高まる効果があること，などが語られた。

また，課題として，家庭学習でデジタル機器を利用している中学生・高校生の多くが，勉強中に機器を使って
遊んでしまった経験があるという調査結果を踏まえ，デジタルメディアとの上手なつきあい方を身につける必要が
あること，有効なのは，親子が話し合い，子どもも十分納得したうえで利用に関するルールを作ること，それによっ
て親子がともにデジタルメディアに関するリテラシーについて考える機会にもなることが指摘された。
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開催した（2021年3月3日実施）。新型コロナの
感染防止のために，東京の千代田放送会館とプ
ログラムの参加者とをオンラインで結んで行った。

文研では，1950年から学校現場のメディア
利用に関する実態調査を定期的に実施してきた
が，新たに家庭学習におけるメディア利用に焦
点をあてた調査研究も行っている。文研フォー
ラムのプログラムでは，学習内容が増え，高校
受験に向けても，自律的な家庭学習が求めら
れるようになる中学生を対象に，2019年秋～ 
冬に実施した調査（ウェブ調査・デプスインタ
ビュー調査）に続き，あらためて同じ対象者に
2020年秋～冬に行った調査の結果を取り上げ
た。コロナ禍前とその後の家庭学習におけるメ
ディア利用の変化や，その学習効果と親子の関
わり方に注目した分析の報告を行い，パネリス
トとともに，2回の調査に協力いただいた3人
の保護者（母親2人，父親1人）が，オンライ
ンで討議に加わった。保護者からは，調査の
結果だけではわかりづらい家庭学習の実態や，
地域によって異なるオンライン授業の状況など
について発言があり，より具体的な現状に基づ
きながら討議が進んだ。

本稿では，以下の項目にしたがって，コロナ
禍をはさんで行った2回の調査の結果の概要とと
もに，パネリストや保護者の発言および論点を整
理し，家庭学習におけるメディア利用のしかたや
その可能性について考える一助とする。

1.	 家庭学習におけるメディア利用の変化

	 ～メディア利用の目的と実態～

2.	 家庭学習におけるメディア利用の継続とその

効果～メディア利用の期待と可能性～

3.	 家庭学習におけるメディア利用の課題

1. 家庭学習におけるメディア利用
　の変化
　～メディア利用の目的と実態～

プログラムでは，議論のきっかけとして，ま
ず文研から，家庭学習とメディア利用に関する
調査の報告を行った。 

【パネリスト】今村久美 氏
（認定NPO法人カタリバ代表理事）
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【報告】渡辺誓司（文研メディア研究部）

【司会】大竹晶子（文研メディア研究部）

【報告】酒井　厚 氏
（東京都立大学人文社会学部准教授）
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プロジェクト2）にも参加。
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【調査に協力いただいた保護者の皆さん】
ハンドルネームと，オンラインの画面上は似顔絵でプログ
ラムに参加。子どもの学年は2021年3月時点。
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報告1  
家庭学習におけるメディア利用の変化
～中高生の親子を対象に行った調査から～

文研　渡辺誓司

　文研では，コロナ禍の家庭学習におけるメディア
利用の実態を探るために，2020年10 ～ 12月に，
全国の中高生とその母親を対象にウェブ調査（616
組の親子）を実施し，その中から18組の家族の母，
父，子に質問者が1対1で話を聞く，オンラインによ
るデプスインタビュー調査を行った（表1・2）。本調
査の対象者は，2019年10月～ 2020年1月に中学生
の親子を対象に実施した同様の調査（母と子を対象
とする，ウェブ調査と対面によるデプスインタビュー
調査）にも協力いただいている。同一の対象者に1
年後に再び調査を行うことで，その間の変化を把握
することを目指した3）。

調査名 家庭学習におけるメディア利用に関する調査

調査方法 ①	ウェブ調査　
②	オンラインによるデプスインタビュー調査

調査時期
①	2020年10月1日（木）～ 10月12日（月）
②	2020年11月28日（土）～ 12月20日（日）の
	 土・日の計8日間

調査
対象者

①	インターネットリサーチ会社に登録しているモ
ニター（母親）とその子（中高生）

②	 ①のうち，デプスインタビュー調査への協力を
許諾した家族の母親，父親とその子

表1　調査の概要

全体 中学2年生 中学3年生 高校1年生
男子 女子 男子 女子 男子 女子

① 616人 107 95 108 110 100 96
② 18組 1 4 3 3 6 1

表2　サンプル構成

1.  「家庭学習」の定義
　本調査では，「家庭学習」を「平日あるいは休日に
自宅で行っている学習」として，学校や学習塾，図
書館などで行う学習を省いた。対象の教科は英語，
国語，数学，理科，社会に，調べごとなどでメディ
アの利用が多い「総合的な学習の時間」（中学生），

「総合的な探究の時間」（高校生）を加えた。この定
義のもと，家庭学習を行っている人（以下，家庭学

習者）の割合は，2019年は91％（559人），2020年
は86％（532人）であった。2020年に減少したのは，
高校1年生の中に，受験が終わって勉強しなくなっ
たり，学校の補習授業や学習塾など自宅以外の学
習が増えたりしたケースがあったためである。
　まず，家庭学習者の実態に着目する。

2.  家庭学習で利用されている
　  デジタルメディア
　家庭学習でどのようなデジタルメディアが利用され
ているのか，機器とコンテンツの側面からみていく。
機器の利用について，スマートフォンやパソコンなど
の11項目を挙げて尋ねたところ，2019年，2020年
ともに利用が多かったのはスマートフォン，パソコン，
タブレット端末，電子辞書で，利用が大きく伸びた
のはスマートフォン（24％→37％）であった（表3）。
また，この1年で，何らかの機器を利用して家庭学
習を行っている割合も56％から65％に増加した。
　利用の多いスマートフォンに注目すると，家庭学習
者の中で「自由に使えるスマートフォンがある人（自
分専用，家族と共用の場合を含む）」の割合は71％
から80％に増えていた。進級のタイミングで自分の
専用機を持ったり，コロナ禍で外出できず，友達と
連絡をとりあうために購入したりしたケースがみられ
た。スマートフォンを学習利用する割合が増えた背
景には，このように機器を利用できる環境にある人
が増えたことがあるようだ。またその利用目的は，

「英単語や事象を調べる検索装置」「理科や社会の
資料動画や，YouTubeなどの学習動画の視聴端末」

（100%=家庭学習者）

2019年 2020年
スマートフォン 24％ 37
パソコン 16 23
タブレット端末 21 19
電子辞書 10 13
家庭学習で機器を利用＊ 56 65

＊	調査では，上位4つの機器とともに，携帯電話，スマートスピーカー，
携帯型音楽プレーヤー，テレビ，ゲーム機（据え置き型と携帯型を含
む），電子書籍リーダー，その他の機器を加えた11項目を挙げて尋ね
た。「家庭学習で機器を利用」は，11項目のいずれかを家庭学習で
利用している人の割合。

注）	2019年 n=559　2020 年 n=532

表3　家庭学習で利用する機器（上位4項目＊）
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のほか，「インストールした学習用のアプリ・ソフト
の利用」など多岐にわたっていた。
　次に，家庭学習の教材として利用されているデジ
タルコンテンツを，教科書や参考書などの紙媒体と
比較しながらみていく。紙媒体として，教科書，参
考書・問題集・ドリル，図鑑・事典・辞典，塾や通
信教育の教材などの5 項目を挙げて尋ねたところ，
家庭学習者のほぼ 9割（2019年：91％，2020年：
88％）がそのいずれかを利用していた。利用が多
かったのは，教科書と参考書・問題集・ドリルであっ
た。一方，デジタルコンテンツは，アプリ・ソフト・
ウェブサイト（調査では，スタディサプリ4）やNHK 
for School5）などの勉強に特化したものと，Yahoo!，
Googleなどの一般的なものを分けて尋ねた），学習
塾や通信教育のデジタル教材，電子書籍，オンライ
ンの個別指導などの10項目を挙げて尋ねたところ，
家庭学習者のうち，いずれかのデジタルコンテンツ
の利用者は，2019年の39％から2020年は45％に
増加した。紙媒体の利用が多いものの，教科や学
習の内容によってデジタルコンテンツが併用されてい
るといえる。
　2回の調査を比較すると，機器，コンテンツともに
利用が増えたものの，予想よりは伸び幅が小さかっ
た（図1）。これは，「デジタルメディアを利用してい
ない」という場合でも，デプスインタビュー調査で
詳しく聞くと，実際には英単語や事象の検索などに
使っていて，学習行動と意識されていないケースが
少なくないためのようだ。よって，この結果も低めに
出ていることが考えられる。

3.  臨時休業期間中のオンライン授業
　新型コロナの感染拡大防止に伴う学校の臨時休
業期間に始まったのが，学校から家庭に向けてイン
ターネットを使って行われたオンライン授業の配信で
ある。2020年の調査で，臨時休業期間のあった中
高生536人を対象にオンライン授業の配信の有無を
尋ねたところ，配信があったのは約3割で，中学生
よりも高校生のほうが多かった（図2）。デプスイン
タビュー調査では，中学校では，家庭の回線状況
や機器の所有など，生徒全員がオンライン授業を受
講できる状況にないと配信されなかったケースが散
見され，高校と義務教育の中学校とでは対応が分
かれたようだ。

図2　臨時休業期間中のオンライン授業の配信
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注）全体n＝536（中学2年生 n＝177　中学3年生 n＝185　高校1年生 
n＝174）

　オンライン授業には2つのタイプがある。教師と
生徒を同時につなぎ，授業中のやりとりが可能な「リ
アルタイム型」と，事前に撮影した授業の動画が配
信され，指定された時間や都合のいい時間に生徒
が視聴する「録画授業型」である。オンライン授業
の配信のあった154人にそのタイプを尋ねたところ，
リアルタイム型は53％，録画授業型は60％で，その
中には両方を受けた人もいた。
　また，それぞれのタイプのオンライン授業の配信
があった人にその頻度を尋ねると，リアルタイム型
のほうが「ほとんど毎日」の割合が高く（リアルタイ
ム型55％，録画授業型41％），録画授業型よりも全
体的に配信の頻度が高かった。リアルタイム型の場
合，授業だけでなく，出欠の確認などの学級活動で
も活用していたケースがあるためだと考えられる。
　オンライン授業で実際に学習した人（配信があっ
ても学習しなかった場合を除く）とその母親（144組

図1　家庭学習におけるデジタルメディアの利用
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注）2019年 n=559　2020 年 n=532　
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の子と母親）にオンライン授業に対する意識を尋ね，
それぞれ「そう思う」計（「非常にそう思う」「そう思
う」「少しそう思う」の回答者の計）の割合を表4，5
に示した。学習した本人の「そう思う」計の割合が
最も高かったのは，「グループで話し合って，ほかの
人の考えを聞くことが難しかった」である。教師との
やりとりが可能なリアルタイム型でも，生徒同士のや
りとりは難しかったようだ。勉強に「集中できなかっ

た」と「集中できた」はほぼ同じ割合であったが，こ
れはそれぞれの自宅の環境によるものなのかもしれ
ない。「学校で授業を受けているように勉強できた」
が半数以下なのは，初めてのオンライン授業で授業
の受け方に慣れていなかったことも大きいだろう。
　オンライン授業の学習者をタイプ別に分けてその
感想を尋ねると，回答者が少ないことを考慮する必
要はあるが，リアルタイム型（79人）では「時間割の
時間どおりに配信されたので，勉強しようという気
になった」が多く，臨時休業期間中も学習のリズム
を保てたようだ。一方，録画授業型（85人）は「い
つでも自分が勉強したいときにアクセスできた」が多
い。こちらは，配信された動画を視聴して学習する
かどうかは本人の裁量に任されていて，逆に自律的
な学習を求められたようだ。また，録画授業型は，
理解できない箇所があっても繰り返し視聴できるが，
リアルタイム型のすべての学習者が教師に質問でき
たわけではなく，学習する生徒と教師の双方向性を
どう確保するのかが課題といえるかもしれない。
　オンライン授業の学習者の母親の「そう思う」計
で最も多かったのは，「学習の習熟度や理解度，成
果が見えにくい」である。これまで行われてきた対
面の授業と比べて，初めてのオンライン授業は評価
基準がよくわからず，不安があったということだろう。
次に多いのが，視力の低下など健康上の不安であ
る。オンライン授業を受けるために使われていた端
末は，高校生はスマートフォンが多く，中学生はパ
ソコンやタブレット端末という声が聞かれた。例え
ば黒板に書かれた文字もスマートフォンのような小さ
い画面で見ることを考えると，負担が大きいといえ
るかもしれない。
　母親には，オンライン授業のタイプについて，子
どもがどちらのタイプのオンライン授業で学習してい
るのかにかかわらず回答してもらった。録画授業型
はわからないところを繰り返し視聴できること，リア
ルタイム型は時間割の時間どおりに配信されることを
挙げて尋ねたところ，いずれも「そう思う」計の割合
が高く，2つのタイプにはそれぞれに利点があると
捉えていた。

「そう思う」計：「非常にそう思う」「そう思う」「少しそう思う」の計

「そう思う」
計

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
学
習
者

教室のように，グループで話し合って，ほかの人の考えを聞く
ことが難しかった 79％

自分の家だと気が散って，教室の授業のように勉強に集中で
きなかった 62

教室のように友達や周りの人がいないので，勉強に集中できた 58
パソコンやタブレット端末の画面が小さく，文字や画像が見づ
らかった 56

家にいても，学校で授業を受けているように勉強できた 45
家族との共用なので，パソコンやタブレット端末を思うように
使うことができなかった 29

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
学
習
者

リアル
タイム型
学習者

時間割の時間どおりに配信されたので，勉強し
ようという気になった 75＊

わからないところを先生に直接質問できた 44＊

録画
授業型
学習者

いつでも自分が勉強したいときにアクセスできた 72＊

わからないところを何度でも動画を繰り返し視
聴できた 70＊

注）	オンライン授業学習者 n=144　リアルタイム型学習者 n=79　
		  録画授業型学習者 n=85
＊ 回答数が少ないため参考値

表4　中高生のオンライン授業に対する意識

「そう思う」計：「非常にそう思う」「そう思う」「少しそう思う」の計

「そう思う」
計

オンライン授業では，学習の習熟度や理解度，成果が見え
にくい 85％

視力の低下など，子どもの健康上の不安が増す 79
録画授業型のオンライン授業では，わからないところは何度
でも繰り返し視聴できる 79

リアルタイム型のオンライン授業では，時間割の時間どおり
に配信されるので，勉強しようという気になる 78

回線がうまくつながらなかったり，途中で動画が止まったりす
るかもしれない 77

パソコンやタブレット端末が家族と共用だと，お互いに思
うように使うことができない 65

家にいても，学校で授業を受けているように勉強できる 63
教室のように友達や周りの人がいないので，勉強に集中でき
る 58

注）	オンライン授業学習者の母親 n=144

表5　母親のオンライン授業に対する意識
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司会（大竹）：家庭学習でデジタル機器やデジ
タルコンテンツの利用が進んでいるという報告
でしたが，今村さんは，どのように受け止めら
れましたか。
今村：家庭学習の実態について私自身の感覚
として感じていたことが，調査結果として数字
に表れたことで，デジタルメディアの利用が子
どもたちの学びを広げることを強く実感しまし
た。特にオンライン授業については，リアルタ
イム型と録画授業型のそれぞれに利点があり，
異なる役割のもとに共存していくのではないか
と考えています。
　昨年（2020年）の学校の臨時休業はコロナ
禍の中で突然起こったことで，学校も家庭も，
必ずしもインフラが整備されていない中で対応
することを迫られました。私どもカタリバでも，
環境が整っていない家庭や子どもたちに向け
て，パソコンやWi-Fi機器の貸し出し，オンラ
インを活用した学習の指導を行いました。こ
れまでも東日本大震災の被災地である宮城県，
岩手県，福島県や，大地震と豪雨に見舞われ
た熊本県などで対面による支援を続けてきま

かって興味深いのではないかと思いました。
司会：学校の臨時休業期間中は，子どもたち
の学びを止めないために，家庭でもサポートが
行われたことと思います。大阪のタンポポさん
のお子さんの学校では，オンライン授業が配
信されたそうですね。
タンポポ：はい。娘の通う中学校のオンライン
授業は，最初のころは録画授業型で，娘は学
校から決められた時間に視聴して学習していま
した。しばらくしてから時間割に合わせて配信
されるリアルタイム型に変わりました。
　オンライン授業は初めてのことで，娘もはじ
めは目新しくて真剣に取り組んでいたのです
が，慣れてきたら，録画授業型だと授業の動
画を見るときに倍速で見たりするようになりまし
た。娘は「わかっているから大丈夫」と言いま
したが，親としては，せっかくの授業なのだか
ら，普通の速度でちゃんと見てもらいたいと思
いました。リアルタイム型はナマの授業の配信
でそんなことはできませんから，録画授業型と
リアルタイム型では，授業の受け方も違ってく
るように感じました。

図3　文研フォーラムの配信画面から

したが，コロナ禍をきっ
かけにデジタル機器を
使ったオンラインによる
支援を始めました。
　先ほどの報告では，
家庭学習でデジタルメ
ディアの利用が進んだ
ということでしたが，例
えば2年後の2022年に
再調査をして比較をする
と，どれくらい定着した
のか，あるいは新たな
利用が増えたのかがわ
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　今も娘の学校ではオンライン授業が続いて
います。例えば家族が発熱したときや本人が体
調が悪いときには無理をして登校しなくても，
自宅でオンライン授業を受けることができれば
欠席扱いにはなりません。もしかしたらその判
断は学校によって異なるのかもしれませんが，
オンライン授業を受けていれば授業に遅れる
こともありませんので，とてもよい対応だと思っ
ています。
　臨時休業期間中は，娘に時間の余裕があり
ましたので，学校のほかにもオンライン授業を
配信しているところはないかインターネットで探
しましたところ，大手の学習塾が無料で配信し
ているという情報が見つかりました。週 2回，
数学の授業だけですが，今も続けています。
ガーベラ：タンポポさんと違って，息子が通っ
ている高校では，オンライン授業はありません
でした。臨時休業期間中は，学校から送られ
てきた課題に取り組み，学校が再開したあと
に提出するというもので，プリントなどが多かっ
たようです。息子の様子を見ていると，あまり
熱心に勉強をしているようにも思われず，親と
してはかなり危機感がありました。タンポポさ
んのお話や先ほどの報告を聞いても，オンライ

ン授業がなかったのは，地方の学
校だから対応が遅れていたのだろう
かと思いました。
　もちろん，突然の臨時休業でし
たから，学校にすべてを要望する
のはちょっと酷なようにも思います。
一方で，学校に期待できないから
といって周りでその代わりを探そう
としても，東京や大阪のように，全
国レベルの学習塾や予備校がたく
さんあるわけではありません。そこ

図4　オンライン授業

学校

家庭

で臨時休業期間中に，授業の動画が有料で配
信されるスタディサプリと契約して，勉強させ
るようにしました。自分の見たい動画を選んで
学習できますので，息子は，タブレット端末で，
弱点である国語の動画を中心に見ていました。
最初は，親に言われてイヤイヤながら始めたの
ですが，息子にとってわかりやすい授業もあっ
たようで，だんだんと楽しみながら勉強するよ
うになりました。
渡辺：それは，わざわざ都市部の学習塾や予
備校まで行かなくても，オンラインの学習で，
質の高い授業を受けられたということですか。
ガーベラ：はい，そのことにはとても大きな意
味があると思っています。もちろん，授業の動
画を見るだけだと受け身の学習になってしまい
ますが，ときどき模擬試験などを受けて自分
の学力のレベルを定期的に測れば，勉強に対
するモチベーションも高まります。オンラインの
学習は，学校以外のところで学ぶ選択肢が限
られている地方の生徒にとって，都会の生徒と
同じ土俵に立つために十分な武器になりうると
思います。
今村：たしかに，デジタルメディアを使えば，
距離という物理的な制約を払拭できますね。カ
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タリバの活動には，子どもたちによる「世界の
人に会いに行こう」という企画があります。オン
ラインで結んで，これまでに，サハラ砂漠に住
んでいる人と話してみるとか，インドの孤児院
の子どもたちと家族について考えてみるという
プログラムを行いました。学校の，総合的な学
習の時間の授業などで行われるような取り組み
で，オンラインだと世界とつながることも容易
にできます。
　実は，私も小学校1年生の子の親です。う
ちの子が通う小学校ではオンライン授業の配
信がありました。ですが，iPadの画面を見る
と授業は進んでいるのに，その手前にはずっ
とポケモンカードが並んでいる状態で，ちっと
も勉強になりませんでした。横で見ていた私が
キリキリしてしまって，「勉強しなさい」と声を
荒げることもありました。そのあとは，子ども
とのコミュニケーションがうまくとれなくなって，
ちょっとつらかったですね。
　タンポポさんとガーベラさんの話をうかがっ
て，オンラインによる学習は，中学生や高校生
のようにある程度自律的に学習できるようにな
ると可能かもしれませんが，小学生をはじめ，
まだその段階に達していない場合は，どのよ
うに学習を進めていけばいいのか，その手ほ
どきをする人が必要だと思いました。私は「伴
走者」と呼んでいますが，必ずしもすべての子
どもが，自分の意思で能動的に学ぶことがで
きるわけではないことを考えますと，子どもの
学習に伴走する人が，学校でも家庭でも求め
られるということでしょうか。家庭の場合は，
保護者，あるいはきょうだいなのかもしれませ
ん。カタリバの活動では，大学生など，子ども
にとっても話がしやすい，年上の先輩にあたる
ような人に加わってもらっています。そのような

導き手が身近にいること
は，子どもの学習の励み
にもなるでしょう。
　話は変わりますが，「学
校に行きたくない」と言っ
て不登校を続けていた
あるお子さんは，臨時休
業期間中に学校からオン
ライン授業が配信されるようになると，その授
業には出るようになったそうです。お母さんの
お話では，学校に行かなかったのは，席替え
などで教室の中の自分の席の位置が変わると，
先生との距離感や自分の存在が変わってしまう
ように感じていたからだそうです。ところが，オ
ンライン授業でクラスメートの同じ大きさの顔
が画面に出ているだけになると，そんな不安や
違和感も解消されて，授業を受けるのが楽しく
なったようです。このように，何らかの事情が
あって学校に通うことが困難な子どもにとって，
オンライン授業は，臨時休業期間中のような緊
急の場合だけでなく，平時であっても学びを止
めず継続するためのもう1つの回路になりうると
思います。

2. 家庭学習におけるメディア利用
　の継続とその効果
　～メディア利用の期待と可能性～

オンラインを活用した家庭学習に関する2人
の保護者の発言から，その実態に基づく議論
が進んだところで，このようなデジタルメディア
の利用が学習にもたらす効果について，共同
研究者である東京都立大学の酒井厚准教授が
報告した。

今村久美 氏
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                                                     2020 年（T2）

計
6教科の
学習で機器
利用あり

6教科の
学習で機器
利用なし

家庭学習
なし＊

2019
年

（T1）

6 教科の学習で
機器利用あり 311人 230 52 29

6 教科の学習で
機器利用なし 248 98 119 31

家庭学習なし＊ 57 17 16 24
計 616 345 187 84

     ①継続群　②デジタル化群　③非デジタル群　④学習なし群
	     ＊家庭で6 教科以外の学習を行っている，あるいは家庭でまった
	        く学習を行っていない場合を含む。

表6　デジタル利用学習の変化とグループの内訳

報告2  
家庭でのデジタル利用学習と学業との関係
～コロナ禍の環境変化を踏まえて～

東京都立大学　酒井 厚

　 報告2 では， 報告1 を受けて，家庭におけるデジ
タル機器を利用した学習（以下，デジタル利用学習）
の1年間の状況の変化と，子どもの学業との関連に
ついて分析した。また，コロナ禍に伴う環境の変化
として，学校の臨時休業期間の生活や，その間の親
の関わり方にも注目して検討した。

1.  デジタル利用学習状況の変化と
　  それに関わる要因
　2019 年10月（以下，T1）から2020年10月（以下，
T2）にかけて，家庭学習におけるデジタル機器の利
用の有無や家庭学習の有無に注目してグループ分け
を行い，その変化をみると表6のようになった。家
庭学習でデジタル機器を利用し続けたのは230人

（継続群，表 6の①），T1では利用がなくT2で利用
するようになったのは115人（デジタル化群，表 6の
②），T2で家庭学習を行っているが機器の利用が
ないのは187人（非デジタル群，表 6の③），T2で
家庭学習をしていないのが84人（学習なし群，表 6
の④）で，この4つの群に基づき分析を行うことにし
た。
　まず，T2でデジタル機器を利用した学習がみられ 
た「継続群」と「デジタル化群」の特徴を調べた。ロ

ジスティック回帰分析を行い，T1や学校の臨時休業
期間中の家庭生活や家族の要因のうち，子どもが， 

「非デジタル群」や「学習なし群」よりも「継続群」や
「デジタル化群」になる確率を高める要因を探索した。
　主な結果として，子どものパーソナリティとして開
放性（新しいことに対する関心の高さなど）が高い，
家庭で利用できるデジタル機器の種類や数が多い，
子どもの学習に対する母親の支援が高いなどの要因
が，「継続群」になる確率を高めることが示された。
臨時休業期間中に，親が子どもの活動（勉強）に関
わる時間が増えたこともその確率を高めていた。
　総じて，「継続群」と「デジタル化群」の特徴とし
て，子どもが新しいことに高い関心を示し，家庭環
境では，子どもがデジタル機器にアクセスしやすく，
学校の臨時休業期間中に親が子どもの活動に関わ
るようになっていたことがみてとれた。

2.  子どもの学業の変化とデジタル利用
　  学習との関連
　T1からT2にかけて，子どもの学業がどのように
変化したのかを検討した。ここでいう「学業」とは，
①勉強時間，②勉強への取り組み方，③やる気，
④成績，のことであり，調査では，子ども自身が①
～③を，母親が④を回答した。
　学業の①～④について得点化し，学年ごとにT1
からT2での変化（中1→中2，中2→中3，中3→
高1）を比べてみた。その結果，勉強時間の得点の
上昇がみられたのは，中2から中3にかけてのみで
あった（図5）。またこの時期は，勉強への取り組み
方において自分なりにやり方を工夫する得点が上昇
するとともに，やる気の得点も上昇していた。このよ
うに，高校受験を控えた学年の子どもには，学業
に対する前向きな態度がみられており，一般的に高
校受験に向けて学業への取り組みが高まる傾向が，
今回の調査からも確認された。一方，中3から高1
にかけては，勉強時間ややる気が減少し，成績も低
下する傾向がみられた。受験を終えて，学習内容が
高度化する高校という新たなステージに進んだこと

1

2

3 4
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司会：家庭学習におけるデジタル機器の利用
が，子どもの学習に対する姿勢ややる気に関
わってくるという報告でした。
今村：デジタル利用の学習によってやる気が高
まるということですが，それは，その子どもが
デジタル機器を使って学習することに慣れてい
るから高まるということなのでしょうか。
酒井：デジタル機器の利
用と学業との関係を検討
する際に，1年前の子ど
ものやる気が2020年の
状態にどのように関わっ
ているかも考慮しました。
分析の結果，家庭学習
でデジタル機器を1年前
から継続利用したグループでは，2020年の高
いやる気につながっていることがわかりました。
1年前は非利用で2020年に利用に転じた，利
用期間が短いグループの結果と比較すると，デ
ジタル機器を使いこなして効果を上げるには，
一定の時間がかかるようにも思いました。
今村：ということは，学校の臨時休業期間が
始まっていきなりデジタルメディアを使って家庭
学習を始めた人よりも，それ以前から当たり前
のように家庭学習で使っていた人のほうがその
利用にも慣れているから，スムーズに学習のデ
ジタル化に対応できるということですね。これ
からは学校教育でもデジタル化が進みますか
ら，早く学習利用に慣れておくことが大切です
ね。
酒井：慣れるためには，利用の機会や学習の
チャンスがないといけませんが，そもそも子ど
もが1人でそのチャンスを獲得できるわけでは
ありません。今村さんがおっしゃったように，
子どものそばに伴走者が存在することは大事

で，そこでの学業への適応に時間がかかっているこ
とが示唆される。
　次に，先述のデジタル利用学習状況の違い（継続
群・デジタル化群・非デジタル群・学習なし群）が，
こうした学業の変化にどのように関わるのかを検討
した。デジタル利用学習状況の違いが学業に反映さ
れるかどうかを調べるためには，ほかに学業に関わ
る可能性がある要因の影響を統制する必要がある。
そこで，今回は共分散分析を用いて，T1の各学業
の得点，子どもの性別や年齢，パーソナリティ，親
子関係などの要因を統制して分析を行った。
　主な結果として，「継続群」は「非デジタル群」よ
り平日の勉強時間が長く，休日の勉強時間は「デジ
タル化群」よりも長かった。また「継続群」は，「非
デジタル群」と「学習なし群」に比べて，やる気が高
いことも示された。一方，「継続群」と「デジタル化
群」には学習への取り組み方に差があり，「継続群」
のほうが真面目に取り組む傾向がみられた。
　総じて，デジタル機器を利用した家庭学習は，1
年間継続していることが学業への前向きな態度につ
ながると考えられる。「継続群」に対する「デジタル
化群」の結果からみると，デジタル機器の利用が良
好な学習へと実を結ぶには，こつこつと真面目に取
り組む根気が必要なのかもしれない。

図5　1年間の家庭学習の時間の変化
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注）	0（家庭学習をまったくしない）～ 5（1日3時間ぐらい） 
		  調査では，0 ～ 9（1日7時間以上）の10 段階で尋ねた。

酒井　厚 氏
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だと思います。今日参加されているプラタナス
さんは，お子さんの伴走者として，毎日一緒に

「朝勉」をされているそうですね。
プラタナス：はい。朝勉は，娘が小学校1年
生のころから始めました。今は中学2年生で，
うまくコミュニケーションをとることが難しい年
齢になりましたが，毎朝のこの時間を，勉強以
外のちょっとしたことでも会話をする機会にし
ています。
　今も娘の対面に座って勉強をみていますが，
例えば，地理で三角州がわからなかったとき
には，私がその場でスマートフォンで検索した
地図を見せました。理科の元素記号をなかな
か覚えられないと言われて，私の学生時代の
ころの「水兵リーベ，ぼくの船……」のような
語呂合わせの覚え方ではないものを探してい
たら，YouTubeで歌に合わせて踊りながら覚
え方を解説している動画を見つけました。娘
は興味を持ってくれたのか，鼻歌を歌うように
ずっと口ずさんでいました。ほかにYouTubeで
は，「とある男が授業をしてみた」6）も見ていま 
す。学校の授業と違って，自分に合った教材
や面白いと思った教材を探して選べるのがデジ
タル利用のいいところですね。娘との勉強に役
立っています。
今村：教科書のような紙の教材を使っての勉強
と，スマートフォンで調べたり動画を見たりして
の勉強とでは，お子さんの勉強へのモチベー
ションにはどんな違いがありますか。
プラタナス：娘は，勉強というより，ただス 
マートフォンを触りたいから「ちょっと調べる
ね」って言って使っているだけなのかもしれま
せんが，紙の教材だけを使って勉強していたと
きよりはたしかにやる気が高まっているようにみ
えます。スマートフォンだと，何かわからないこ

とがあっても，すぐに辞書や事典代わりに調べ
られるのがいいのかもしれません。それに文
字を見たり読んだりするだけでは，どれだけ理
解しているのかよくわかりませんが，YouTube
の動画を見ながら「ふんふん」とうなずいてい
る姿を見ると，理解しているんだなという雰囲
気がこちらにも伝わってきます。朝勉を続けて
いるからか，スマートフォンを使って勉強してい
るからなのかはわかりませんが，以前と比べて
成績も上がってきましたので喜んでいます。
司会：プラタナスさんのお子さんにとって，ス
マートフォンを使った学習や自分に合った動画
教材に出会えたことは大きかったようですね。
デジタルメディアの利用は，子どもが力を発揮
するきっかけにもなりますね。
今村：例えば，カタリバの活動で知り合った
小学校4年生の子は，国語の学力はやや低い
のですが算数がとても得意で，「AIドリル」を
使って学習を進めて，今では高校 2年生の数
学を学習しています。AIドリルはドリル学習の
アプリの1つなんですが，例えば算数の問題 
で間違った場合に，人工知能を使って，どこ
に戻って学習すればいいのか事前にプログラミ
ングされていて，自分のつまずいたところから
学び直しができる学習ツールです。正解の場
合には，単元を先取りして学習することもでき
ます。
　学校でこれまで行われてきた一斉授業のよう
に，全員が同じ時間を使って同じペースで学習
することが必ずしも平等な学習というわけでは
ありません。子ども1人1人の学びたいことや
ペースに合った学びこそが重要であって，デジ
タルメディアはそれを可能にしてくれるのだと思
います。
司会：皆さんのお話をうかがって，家庭学習に
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おけるデジタルメディアの利用には，次のような
期待や可能性があることがみえてきました。

•	個別最適の学習
1人1人の子どもに合った学習の実現
•オンライン授業の可能性
対面の授業にはない学びの実現
•	距離の制約の解消
地方と都市，日本と世界の距離を払拭
•	利用の継続による効果
学習に対するやる気の高まり

3. 家庭学習における
メディア利用の課題

家庭学習におけるデジタルメディアの利用に
はさまざまな可能性がある一方で，利用を進め
ていくうえでどのような課題があるのか。プログ
ラムの最後に，中高生が，家庭学習でデジタル
機器やインターネットを利用することについてど
のように感じているのか，文研の2020年の調 
査（p.50の表1）のデータをもとに議論を行った。

渡辺：調査では，中高生に7つの項目で尋ね 
ました（表7）。家庭学習でデジタル機器を利

用している人のうち，「非常にそう思う」「そう思
う」「少しそう思う」の回答を足し上げた割合を
示しています。最も多かったのが，「わかりやす
い」で，映像を通して，視覚的，直感的に理
解できることに高い評価が集まりました。以下，

「好きだ」「勉強が楽しくなる」とプラス評価が
続いていますが，機器で「勉強以外のことをし
たり，遊んでしまうことが多い」人も少なくない
ようです。
　デプスインタビュー調査でも，友達からの

LINEに気をとられたり，勉強中の気分転換に
と思ってついゲームを始めてしまったり，学習
以外のサイトにアクセスしてしまったりと，勉強
がそっちのけになってしまった経験のある発言
が複数ありました。デジタルメディアとどのよう
につきあうのか，上手な利用のしかたが求めら
れているようです。
司会：中高生にとって，学習にも遊びにも利用
できるデジタルメディアとのつきあい方はなかな
か難しそうですね。そのあたりは，保護者に
とっても心配なことのように思うのですが。ガー
ベラさんは，どのように対応されていますか。
利用に関する決まりやルールを決めていらっ
しゃいますか。
ガーベラ：息子は，タブ
レット端末を学習だけで
なく友達とのLINEにも
使っています。私は自制
心を持って利用してもら
いたくて息子に任せてい
たのですが，最近，親に

「そう思う」計：「非常にそう思う」「そう思う」「少しそう思う」の計

「そう思う」
計

家で勉強するときに，スマートフォン，パソコン，タブレット
などの機器やインターネットを使うと，わかりやすい 86％

家で勉強するときに，スマートフォン，パソコン，タブレット
などの機器やインターネットを使うのが，好きだ 78

家で勉強するときに，スマートフォン，パソコン，タブレット
などの機器やインターネットを使うと，勉強が楽しくなる 74

家で勉強するときに，スマートフォン，パソコン，タブレット
などの機器やインターネットを使うと，勉強以外のことをした
り，遊んでしまうことが多い

74

家で勉強するときに，スマートフォン，パソコン，タブレット
などの機器やインターネットを使うと，やる気が出る 70

家で勉強するときに，スマートフォン，パソコン，タブレット
などの機器やインターネットを使うと，集中できる 66

家で勉強するときに，スマートフォン，パソコン，タブレット
などの機器やインターネットを使うのは，操作をめんどうに感
じる

35

注）家庭学習でデジタル機器利用者 n=345

表7　中高生の家庭学習におけるデジタル機器利用
に対する意識

ガーベラさん
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聞かれたくないような話を，夜遅くにLINEの
グループ通話で友達としていることがよくありま
す。それで朝起きられなかったり，目が充血し
たりしているので，私が「自制心がなかったね」
と言って，タブレット端末にパスワードを設定
したり，ロックをかけたりすることがあります。
タンポポ：うちは最初か
らiPadにロックをかけて
います。娘が勉強で使う
ときはロックを外して渡し
ますが，決めた時間に返
してもらって，またロック
をかけます。返ってこな
いときは，私から返すように言います。
　やっぱりロックをかけないと，Instagramや
YouTubeをずっと見ていて，寝るのが12時ど
ころか2時過ぎになってしまうようなこともあり
ます。娘は「わかってる」って言いますが，や
められないみたいなので，親が管理するように
しています。今のところは，それで何とか乗り
切っています。
プラタナス：うちは，朝
勉をして学校から帰って
勉強をすれば，夕食のあ
とはスマートフォンを自由
に使っていいことにして
いるんですが，勉強をし
なければスマートフォン
を渡さないとか，プレッシャーを与えることで，
ルールを守るようにはなっています。
　最初は自由にさせていましたが，スマートフォ
ンにどっぷり浸りきりになってしまったので，こ
ちらで縛るようにしました。社会に出たら守ら
なければいけないルールはたくさんあると思い
ますので，スマートフォンのルールも勉強の一

部だと思ってほしいですね。
酒井：中高生は，年齢的に，親の知らないとこ
ろで友達とコミュニケーションをとりたい，いろ
いろなサイトやSNSにもアクセスしたくなる時
期ですから，自制するのはなかなか難しいと思
います。昔から心理学では，ルールを作るとき
には親子で一緒に決めることが大事だと言われ
ています。最終的に決めるのは親であったとし
ても，ルール作りのプロセスで，自分の意見を
親に言えた，あるいは反映されたと子どもが自
覚できることが重要ですね。自我を確立しつつ
ある段階の中高生にとって，特にそのような過
程が求められると思います。
今村：先ほどの，家庭学習でデジタル機器を
使って学ぶことに慣れているほうが学習に前向
きになってやる気が高まるという結果を考えま
すと，どのように機器を使うのか，つきあうの
かということに慣れていくことも重要で，その
ために親子の間で決められたルールに納得す
るということは，子どもにとって大切なプロセ
スなんですね。これからの時代は子どもたちが
切り開いていくことになりますから，子ども自
身が主体性を持って学習を進めることができる
デジタル利用のルール作りを，私自身，今日家
に帰ってすぐにやりたいと思いました。
渡 辺：親と子が一 緒に
ルール作りを行えば，と
もにメディアに対するリテ
ラシーを身につけるきっ
かけにもなりますね。日
常でいろいろなデジタル
メディアを使って慣れ親
しんでいくという意味で
は，家庭学習もその場になりうるということだ
と思います。もちろん，教科書や参考書などの

タンポポさん

プラタナスさん

文研・渡辺
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紙媒体だけで学習したい，あるいはそれで十
分という場合もあると思いますが，家庭はデジ
タルメディアを使いこなす練習の場になるとい
う意味で，家庭学習で利用することも重要だと
感じました。
今村：そうですね。たぶん学校だけに任せる
のでは難しいと思います。GIGAスクール構想
で，学校も児童・生徒1人1台の端末やネット
環境の対応に忙しく，どのようにその利用に慣
れていくのかというところまで細かく指導でき
るのか，ちょっと疑問です。むしろそういった
点は，どうしても家庭の役割になってしまうよ
うな気がします。
　一方で，先ほど保護者の皆さんが話してく
ださったことは，とてもよく理解できます。親
には，周りの友達が使っているのにうちの子だ
け使わせないわけにはいかない，それで仲間
外れにされても，というせめぎ合いもあります。
機器利用のルールについて親子で話し合うだけ
でなく，親同士が，子どもとデジタルメディアと
の向き合い方について話し合ってみるのも有効
かもしれません。
ガーベラ：知り合いのお母さん方とはランチ会
などで情報交換をしていますが，ルールについ
ても話が出ます。そこで，「夜10時以降は使用
禁止にしている」という話を聞いて，よいルー
ルだなと思いましたので，息子にもどう思うか
話をしました。夜遅くにLINEで通話をしてい
る息子の友達にも，厳しい家なんだと認識して
もらっておくのもいいように思いまして。
酒井：同じ年頃のお子さんがいる保護者同士
の情報交換はとても重要ですね。家庭内の
ルールというと，普通は親と子の関係性の話に
なりますが，ガーベラさんの話をうかがって，
子ども同士，保護者同士の間でも，デジタル

機器とどのように関わっていくかを考えてみる
必要があるように思いました。

司会：文研が行ったのは
ウェブ調査ということも
あって，インターネットを
はじめ比較的デジタル環
境が整っている家庭にご
協力いただきました。で
も，必ずしもそのような
家庭ばかりではないです

よね。臨時休業期間中のオンライン授業につ
いても，家庭によってデジタル環境が異なると
いうことで，配信を選択しなかった学校が少
なくなかったことも調査からわかりました。環
境が整っていない家庭の子どもにもチャンスが
あるべきだと思うのですが。
今村：たしかに，カタリバの活動で関わって
いる家庭の中にも，デジタル環境が整ってい
ない場合がたくさんあります。それだけでな
く，経済的な困難を抱えていたり，シングルマ
ザー，シングルファーザーでどうしても子どもを
残して働かざるをえなかったり，子どもが親か
らネグレクトされていたり，などの問題にも直
面します。このように，学校から帰宅した子ど
もの置かれている状況は家庭によって異なりま
すから，学校の学びだけでなく，社会全体で
すべての子どもたちの家庭学習の機会均等を
保障することが求められていると思います。
　家庭学習では，デジタルメディアだけでなく，
学習塾をはじめとするさまざまな教育サービス
を利用することができますが，その多くは有料
です。ですから，家庭の経済状況によって格
差が生まれてしまいかねない問題をどのように
解決することができるのか，捉え直す必要があ
ります。

文研・大竹
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渡辺：デジタルメディアはうまく使いこなす必要
があったり，利用にあたってのルールの問題も
あるのですが，調査を担当して，デジタルメディ
ア自体が，子どもたちの学びの伴走者になって
ほしいとも思いました。困難な状況に置かれて
いる子どもに向けて，デジタルメディアが君た
ちの学びを支えてくれる，君たちの学びを支え
てくれるものがある，ということを発信できる
といいですね。
今村：オンラインでも，伴走者がいれば十分子
どもたちの学習を支えうることは，この1年間
の取り組みからわかってきました。子どもたち
がオンラインで行う学習に，週に1度伴走者が
加わるグループと，子どもたちだけで学習する
グループとで比べてみると，前者のほうが，学
習時間や学習に対する意欲とともに，学力も伸
びていました。デジタルメディアを利用した家
庭学習において，適切に関わっていく存在が
身近にいることの重要性をあらためて感じてい
ます。
　もしかするとこれからは，小学校入学のとき
にランドセルを買ってあげるように，パソコンを
買ってあげる時代が来るのかもしれません。そ
う思うと，コロナ禍に見舞われはしましたが，
2020年という年は，オンライン授業など学習
における新たなデジタルメディアの利用のスター
トを切った年といえるかもしれません。デジタ
ルメディアの利用が当たり前，前提となる社会
に生きることになる子どもたちをどのように支え
ていくのか，今こそ，私たち周りにいる大人が
真剣に考えていかなければならないと思います。

おわりに

今回の文研フォーラムは初めてのオンライン

開催になったが，それによって調査に協力いた
だいた保護者も討議に加わることができた。こ
れまで文研フォーラムは対面のイベントであっ
たが，オンライン開催によって，各地の保護者
も自宅から参加するなど，参加に対する負担
が軽減された。保護者からの本音ベースの発
言が加わったことによって，議論の活性化につ
ながった。

プログラムでは，家庭学習におけるデジタル
メディアの利用についての期待や可能性ととも
に，そのつきあい方などの課題があることも明
らかになった。これからの可能性という点でオ
ンライン授業は，対面の授業が難しい場合の
補完というだけでなく，家庭学習の幅を広げる
意味からも，定着していくことが期待される。
文研が2020年に全国の学校を対象に行った調
査では，学校の再開後も，オンライン授業を
継続している学校がみられた 7）。必ずしもすべ
ての家庭のデジタル環境が整っているわけで
はない問題を解決するには時間がかかることが
予想されるが，GIGAスクール構想の実現によっ
て児童・生徒に渡される端末の利用や，Wi-Fi
機器を貸し出すなどの対応も考えられよう。

一方，家庭学習では，デジタルメディアだけ
でなく，教科書や参考書をはじめとする紙媒
体も多く利用されていることに留意する必要が
ある。紙媒体だけの利用者も一定数存在し，
両者が併用される場合は，教科や学習の内容
などによって使い分けられていると考えられる。
今回のプログラムから，紙媒体の学習だけで
は楽しくない，わかりにくい，やる気が出ない
という場合に，デジタルメディアが有効な学習
ツールとなりうることがみてとれた。どちらかの
二者択一ということではなく，教材の選択肢が
増えることで家庭学習のしかたの幅が広がり，
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自分に合った多様な学習が可能になったという
ことだろう。

パネリストの今村氏から，オンラインで世界
の各地を結んで対話をする取り組みが紹介され
たが，デジタルメディアの利用は，多様なコミュ
ニケーションを可能にする。子どもたちにとっ
て，いろいろな立場の人と交わり，未知の世界
に触れ，視野を広げることにもつながる。ただ
それは同時に，例えばSNSなどに自分の情報
を不用意に発信してしまうと，犯罪などに巻き
込まれかねない危険性もはらんでいる。だから
こそ重要なのは，伴走者の存在であろう。親
子でルールを作り確認し合うこともデジタルメ
ディアの有用性と危険性を知るために役立つは
ずで，それは，親も子もメディアに対するリテ
ラシーを養い身につけることにもなるだろう。

プログラムの中で報告した調査結果は，第
一次分析の概要である。今後，デジタルメディ
アの詳細な利用実態について再分析を行い，
公表する予定である。コロナ禍は社会に大き
な困難をもたらしているが，家庭学習において
は，デジタルメディアの利用が進む変革を促す
ことにもなった。デジタルメディアの利用がきっ
かけになって，すべての子どもたちの学びが深
まり広がることを望みたい。

（わたなべ せいじ/さかい あつし）

注：
	 1）	文部科学省「GIGAスクール構想の実現について」
		 https : //www.mext .go .jp/a_menu/other/

index_00001.htm
	 2）	1,000人余りの同じ子どもを対象に，子どもとメ

ディアの関係を0歳時点から継続的に捉える。心
理学，医学，教育学などさまざまな分野を専門と
する外部研究者と文研が共同で進めている。

	 3）	2019年調査では，調査結果に関わる要因を最小
限にするために，対象に次の条件を加えた。

		 ①	母親，父親，子どもが同居している（単身赴
任を含め，調査時点で親が不在の家は除く）

		 ②	調査対象の中学生は，中学校の通常学級に在
籍している

		 ③	メディア利用は年長のきょうだいの影響を受け
ることが大きいと考えられるため，調査対象の
中学生は長子とする。また，相互に影響し合
うことが大きい多胎児を除く

		 2020年調査の高校1年生は，2019年調査の中
学3年生のうち，調査時点で，高等学校（公立，
国立，私立を含む），高等専門学校，中等教育
学校，専門学校，専修学校のいずれかへの通学
者を対象にした。

		 なお，デプスインタビュー調査は，ウェブ調査の
対象者のうち，協力が得られた親子に実施した
ため，2020年調査には2019年調査とは異なる親
子も含まれている。

	 4）	リクルートマーケティングパートナーズ（現リクルー
ト）が「受験サプリ」の名称で2012年に始めたオ
ンライン学習サービス。2016年から「スタディサ
プリ」に名称を変更した。小学講座，中学講座，
高校講座，大学受験講座などがある。

		 https://studysapuri.jp/
	 5）	NHK for Schoolは，インターネットで利用でき

るNHKの教育サービスで，学校放送番組のスト
リーミング配信，資料映像を短くまとめた動画の

「クリップ」，番組内容の理解を深めるための双
方向教材などの「きょうざい」，教師向けの番組
活用情報「先生向け」などのコンテンツを提供し
ている。2020年の調査時点で2,000本以上の番
組，7,000本以上の動画クリップをストリーミング
で公開していた。

		 https://www.nhk.or.jp/school/
	 6）	教育系ユーチューバー，葉一氏のYouTubeチャン

ネル（登録者数153万人）。小学3 ～ 6年生の算
数，中学の英語，国語，数学，理科，社会，高
校数学などの講義形式の動画を配信している。

		 https://www.youtube.com/user/toaruotokohaichi/
	 7）	例えば中学校では，2020年10 ～ 12月の時点で，

4％の学校がリアルタイム型のオンライン授業を
行っていた。

		 詳しくは，宇治橋祐之・渡辺誓司（2021）「GIGA
スクール構想と「オンライン学習」に向けたメディ
ア利用～ 2020年度「新型コロナ下の小学校，中
学校，特別支援学校でのメディア利用に関する
調査」から～」『放送研究と調査』2021年6月号, 
pp.48-79。

		 https://www.nhk.or.jp/bunken/research/domestic/
pdf/20210601_6.pdf
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